
　高齢者の健康づくり、社会参加、生活支
援などの活動経費（上限5万円／年。最長2
年）を補助します。詳しくは、市ホームペー
ジをご覧ください。
補助対象団体
　下記のいずれかに当てはまるもの
　・�３人以上で構成し、市内在住の65歳以上が構成員

の３分の２以上を占める
　・高齢者のボランティア活動を支援する
対象事業
　高齢者が主体となり、おおむね月1回以上活動する下
記のいずれかの事業（営利目的の事業、他の補助制度
などを受けている事業、令和3年３月31日時点ですで
に実施している事業、対象者が団体構成員のみの事業
は対象外）
　・高齢者の健康づくりにつながる事業
　・高齢者の日常生活を支援する事業
　・地域住民が集える場づくりを行う事業
　・自身の趣味、特技などを活

い

かした事業
　・高齢者の社会参加を促進する事業
申�令和7年1月31日（金）までに申請書などを下記へ提出。
問�長寿政策課　 （584）5474　 （581）0203

複十字シール運動と
募金活動

長寿政策課からお知らせ
令和６年度 滋賀県立総合病院 

県民公開講座
「身近になった認知症」　

いきいき はつらつ教室
～口から始める介護予防～

　9月24日（火）～30日（月）は「結核・呼吸器感染症
予防週間」です。世界では、年間130万人が結核で亡
くなっています。
　複十字シール運動とは、結核を中心とした胸の病
気をなくして、健康で明るい社会をつくるための運
動です。募金活動を行うとともに、病気への理解を
深め、予防の大切さを伝えています。募金した人に
は、複十字シールと封筒をお渡しします。ぜひ募金
のご協力をよろしくお願いします。

時9月24日（火）～10月24日（木）
所�市役所 2階 22番 すこやか生活課 窓口
問�すこやか生活課
　 ・有（581）0201　 （582）1138

　現在、世界では3秒に1人が認知症になっています。
日本では数年以内に人口の3分の1が65歳以上の高
齢者、高齢者の5人に1人が認知症になるといわれて
います。
　本公開講座では、認知症の診断から治療、患者に
対する支援、家族と医療のかかわりについて、専門
家が話します。
時�9月28日（土）午後2時～4時
　（受付：午後1時30分～）
所�市役所 1階 多目的ホール
定�200人
申�9月27日（金）正午までに下記申込フォームまたは、
参加申込書を郵送（必着）またはファクスで下記へ
申し込み。

他�申込者に事前連絡は行いません。定員
に達した場合のみ連絡します。

問�〒524―8524　守山五丁目4―30
　滋賀県立総合病院 臨床研究センター
　 （582）5031　 （582）6041

　高齢期における口
こう
腔
くう
機能の重要性について、口腔

機能のチェックや予防など専門職から分かりやすい
話を聞いて、介護予防に取り組んでみませんか。
時�・連10月2日（水）、9日（水）、16日（水）
         午後1時30分～3時
内�口腔内機能チェック、健康体操、血管年齢測定、�
食事アドバイス など

対�市内在住の65歳以上
定�15人
申�9月17日（火）～10月1日（火）に電話、ファクス、
メールまたは直接、下記へ申し込み。

所・問�南部地区地域包括支援センター
　　　（エルセンター敷地内）
　　　 ・有（585）9201　 （585）9202
　　　 �nanbu-hsc@yuinosato.or.jp申込フォーム

高齢者いきいき活動推進補助金
申請団体募集
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